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特集報文：強靭性・持続性・包摂性のある水災害対策にむけて 

水災害分野の人材育成 
～ICHARMにおける研修活動を通じて～  

藤兼雅和・宮崎了輔
 

1．はじめに1 

 自然災害はどこでも発生する可能性があり、場

合によっては人間の悲劇と経済損失を引き起こし、

その規模によっては、国の発展を妨げる。特に、

近年都市化が進行しはじめた発展途上国において

は、貧しい者は自然災害に対してより脆弱な建物

と地域に定住する傾向にあるため、発展途上国に

おける自然災害への脆弱さはますます拡大している。 
このような国の自然災害の中でも特に、洪水や

かんばつのような水関連災害の軽減は、持続可能

な人間社会の発展と貧困軽減のためにも、国際社

会が協力して克服すべき大きな挑戦の一つである。

また、今後、地球温暖化により降水量やその降り

方の時空間分布が変化することが予測されており、

水関連災害リスクの強度と頻度が増加する可能性

がある。 
このような背景のもと、水災害・リスクマネジ

メント国際センター(ICHARM)は、日本国政府と

国連教育科学文化機関（ユネスコ）との間で締結

された協定に基づき、我が国がこれまで水関連災

害の克服に向けて蓄積してきた知識・技術や経験

をベースに、世界的な視野で洪水、渇水、土砂災

害、津波・高潮災害、水質汚染等の防止・軽減の

ための課題解決に向けて貢献することが求められ

ており、特に「革新的な研究」・「効果的な能力育

成」・「効率的な情報ネットワーク」を三本柱とし

て有機的に結び付けながら活動することを特徴と

している。 
本稿では、これらICHARMの三本柱の活動の

うち、「研修（人材育成）」の取り組みについて紹

介する。 

2．ICHARMにおける研修・人材育成 

 ユネスコとの協定において、持続的に水関連災

害リスクの低減を図っていくためには、水災害に

関係する人材の災害への対応能力の向上が重要で

──────────────────────── 
Capacity Development in Water-related Disaster 
Management through Training Activities at ICHARM 

あり、能力開発が活動の柱の一つに捉えられてい

る。ICHARMの人材育成は、主に発展途上国に

おける行政技術官を対象に研修を行っており、帰

国後、それぞれの組織で中心となって働けるよう

に修士・博士の学位が得られる課程の実施が活動

の中心である。また、その他にも、学生の帰国後

の活動支援やネットワーク構築を行うフォロー

アップ活動、大学等からのインターンシップの受

け入れ及び独立行政法人国際協力機構 (JICA)と
協力した数日間の短期研修を実施している。 

2.1 修士課程 
 平成19年 (2007年 )から、ICHARMは、政策研

究大学院大学 (GRIPS)及びJICAと連携し、修士

課程「防災政策プログラム 水災害リスクマネジ

メントコース(JICA研修名『課題別研修「洪水防

災」』)を実施している。これは、主に途上国の洪

水対策に責任を持つ行政技術官を対象とする1年
間のコースであり、総合的な河川流域マネジメン

トの計画と実行が可能な実務者を養成することを

目的としている。開講以来14年間で36ヵ国計157
名が修士（防災政策）の学位を取得し（表 -1）、
現在は15期生として13名が参加している。 

2.1.1 修士課程の特徴 
本コースの特徴としては、以下の3つを挙げる

ことができる。 
Ⅰ. 「課題解決型研修」 
 大規模水災害に対応するためには、行政技術官

個人の能力向上も大事であるが、一人で出来るこ

とには自ずと限界があり防災組織としての対応能

力向上を図ることが必要不可欠である。 
 そこで、近年のJICA研修では、組織としての

対応能力向上を目的とした課題解決型研修に軸足

が移されている。これは、学生が自国における水

災害に関する課題をまず特定・認識したうえで、

その課題を解決するために自ら主体的に学習すれ

ば、個人としての効率的な学習効果が得られると

ともに、所属する組織にとっても、課題解決のた 
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表-1 修士学位取得者数（年度別・国別）  
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  Total

2007-
2008 2 3 1 3 1 10

2008-
2009 2 2 1 1 1 7

2009-
2010 2 1 1 3 1 1 1 1 1 12

2010-
2011 2 2 1 1 1 1 3 1 12

2011-
2012 2 2 1 2 2 6 1 1 1 1 19

2012-
2013 2 1 2 1 1 1 1 1 1 1 12

2013-
2014 2 1 1 1 1 1 2 2 1 12

2014-
2015 1 1 1 2 3 1 2 2 13

2015-
2016 2 1 1 1 1 2 1 2 1 1 13

2016-
2017 1 1 1 1 1 1 2 8

2017-
2018 2 1 1 1 2 2 1 2 1 1 14

2018-
2019 1 1 1 1 1 1 1 7

2019-
2020 2 2 2 2 2 1 11

2020-
2021 1 2 1 1 1 1 7

Total 23 4 5 11 3 1 2 3 1 5 7 4 4 3 1 1 1 1 10 14 1 16 1 7 1 1 12 1 1 2 1 1 2 4 1 1 157

　(2021年10月時点)
Number of Alumni of ICHARM training program
Master's. Program "Water-related Disaster Management Course of Disaster Management Policy Program"

Country

Year

 
  

めに有効な結果が得られるとの考えに基づいている。 
 このような考え方から、本課程は「押しつけの

研修」ではなく、「自ら考え、課題を解決する研

修」を目指している。本課程の修士論文では、学

生が自ら自国の課題解決に関わるテーマを検討す

ることにしており、多様な水関連災害の被害軽減

の総合的計画立案が可能な人材の育成が図られ、

帰国後の自国での課題解決促進にも役立つことが

期待される。 
Ⅱ. 「理論よりも実務」 
 上述のとおり課題解決型の研修としているため、

基礎理論よりも実務での応用が出来るような実践

的な講義・演習ならびに現地視察を行っている。 
Ⅲ. 「1年で修士号が取得できる」 
 本コースは、現在行政機関で働いている行政技

術官を対象としているものであるため、業務に出

来るだけ支障を来さないように、通常2年で取得

する修士号を1年で取得できるよう密度の濃い

コース構成になっている。 

2.1.2 修士課程の内容 

 
図  修士コース全体スケジュール概念図  

コース前半 (10月～ 3月 ) では、主に「講義

(Lectures)」 (10科目 )及び「演習 (Exercises)」 (5
科目 )」を実施する。さらに講義の理解を深める

ために、 1年間を通じて数回「現地視察 (Site 
Visit)」 (1科目 )」を行う。また、 ICHARMが専

門家を招いて適宜実施するセミナー等に学生を参

加させ、水関連災害に関する最新の知識や動向に

触れる機会を提供している。 
 3月後半には修士論文を書くことのできる知識

に達しているかをICHARM指導教員(ICHARM研

究員など)全員によって審査を行う。 
 コース後半(4月～9月)では、主に学生それぞれ

に割り当てられる担当のICHARM指導教員と相

談しながら、「個人研究(Individual Study)」(1科
目)を行い、修士論文を作成する（図）。 
 なお、各科目は15コマから構成されており、

主に講義から構成される選択必修科目は2単位、

主に演習される選択科目は1単位、個人研究であ

る必修科目は10単位である。修士号取得のため

には最低30単位を取得する必要があり、そのう

ち16単位は選択必修科目から取得しなければな

らない(表-2)。 

2.1.3 修士課程のカリキュラム 
(1)講師・指導教員 
 各科目の講師は、ICHARM研究員だけでなく

土木研究所の他の研究者や、財団法人や大学など

からも多くの講師を招き、学生が最新の情報を学

習できるよう構成されている（写真-1）。 
(2)現地視察および防災行政担当者からの講義 
 本コースでは、日本の洪水対策について現地の

状 況 を 見 分 し な が ら よ り 深 く 学 ぶ た め 、

ICHARMにおける講義・演習のほかに、遊水地

や放水路、ダムや砂防・地滑り対策などの現地視

察を実施する。併せて、国土交通省地方事務所や

地方自治体に赴き、実際に河川等の管理や災害時

の施設管理、住民対応の最前線に立つ防災行政担

当者から、日本の洪水情報伝達システムや洪水ハ

ザードマップに関して講義を頂き、日本の防災行

政における現場での課題などについて理解を深め

る。現地視察先は、講義で紹介された洪水対策施

設や我が国における代表的な洪水対策施設を出来

る限り自分の目で確かめられるような場所を選定

している(写真-2)。 
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表-2 履修科目一覧表  

 
 

 
写真-1 講義風景  

 
写真-2 流量観測実習（信濃川）  

(3)修士論文 
 まず本コース開始早々に、自国が抱える水災害

に関する課題や修士論文として予定する対象流域

に関する情報、プロジェクト遂行に関する必要な

行動について各学生から紹介させるインセプショ

ンレポート発表会を開催する。 
 また、本コースは1年間の修士課程であること

を踏まえ、修士論文の主題の設定は講義や演習の

終了を待たずに、来日直後の10月から11月にか

けて行っている。基本的には、各ICHARM指導

教員の研究領域を踏まえながら、各学生に適切な

指導教員を個別に割り当てていく。その後の論文

作成は、基本的に学生とその指導教員との間で議

論を行いながら進めていく。 
 また、1～2カ月に1回程度、修士論文の進捗を

確認するために、一人あたり10分程度で各学生

が発表を行う中間論文発表会を実施している。こ

れにより学生は自らの研究内容について、発表の

都度、指導教員や他の学生からアドバイスを受け

るとともに、他の学生の進み具合も把握すること

で、常に緊張感を持たせるとともに、持ち時間を

適宜変えながら、人前で多くの発表を行うことに

より学生の発表能力の向上を図っている(写真-3)。
最終論文発表会については、例年8月上旬に実施

され、修士論文の提出は8月下旬となる。 

 
写真-3 最終論文発表会の様子  

 
2.2 博士課程 
 ICHARMは、平成22年 (2010年 )からGRIPSと

連携し、水関連災害リスクマネジメントの政策立

案と、その実行においてリーダーシップを発揮で

きる専門家の育成を目的とした3年間の博士課程

「防災学プログラム」を実施している。開講以来

11年間で計15名が博士(防災学)の学位を取得して

いる(表-3)。 
 進学初年度は主にGRIPSにおいて、防災学、

防災・危機管理学、公共政策学、科学技術政策学、

インフラ政策学、社会学、経済学などを履修する

とともにセミナー・演習を通じて、社会科学的な 

表-3 博士学位取得者数（年度別・国別）  
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2010-2013 1 1

2011-2014 1 1

2012-2015 1 1 2

2013-2016 2 1 3

2014-2017 0

2015-2018 1 1 2
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2018-2021 1 1 1 3

Total 6 2 2 1 2 1 1 15

Number of Alumni of ICHARM training program
Ph.D. Program "Disaster Management"

Country

Period
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アプローチを習得する。また、合同セミナーを開

催し、博士論文テーマを選定する。その後、

ICHARMにおいて、水災害の科学を履修すると

ともに、対象とする課題への統合的な研究に取り

組む。 
なお、博士課程においては、水に関する国際的

な議論のなかで政策と科学の連携促進が期待され

ること等を受け、2018年度から、将来の各国の

幹部候補となる人材育成を目的としたJICAの新

たな奨学金制度・留学生プログラム「仙台防災枠

組に貢献する防災中核人材育成」による研修員の

受入れを実施している。このプログラムは、

ICHARMの研修プログラムとGRIPSの政策プロ

グラムが連携したもので、2021年9月には、本奨

学金を活用した2名の学生が初めて防災学の学位

を取得した（写真-4）。 

 
写真-4 令和3年(2021年)博士課程修了生  

 

2.3 フォローアップ活動 
上述の各研修の修了者を対象として、彼等の帰

国後の活動をフォロー・支援するとともに、現場

の研究・研修ニーズを把握するため、年1回現地

国を訪問してセミナーを開催している。令和3年
度(2022年)は、これまでの修了者が参加したオン

ラインによるフォローアップセミナーを開催した。 
 また、修了者に対して、年4回対内・対外的に

ICHARMの最新の研究や話題を発信している

「 ICHARM Newsletter」に、帰国後の活動等の

寄稿を依頼しているほか、ICHARM研修チーム

が管理しているFacebookを活用することで、実

施中の研修のタイムリーな情報発信を行い、ネッ

トワークの維持に努めている。 

3．まとめ 

上述のとおり、ICHARMでは「研修活動」（人

材育成）は、「研究活動」・「情報ネットワーク活

動」と並ぶ三本柱の一つに位置付けられている。

これまでの研修活動を通じて、ICHARMに研修

企画・運営のノウハウが蓄積されたことは勿論、

学生の論文作成を通じて、対象国の水関連災害の

解決に資することとなった。また、ICHARMと

学生との関係が深くなる結果、ICHARMの研究

活動に関して学生の所属機関とのコミュニケー

ションが円滑に図ることが出来るとともに、研究

データが入手しやすくなるなど、学生を通じたこ

のような国際的なネットワーク形成は、今後の

ICHARMおよび日本の国際貢献に資するもので

ある。 
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